
事務事業評価の評価結果について（平成28年度の事業に対する評価）

美杉総合支所 評価：４＝できている　３＝概ねできている　２＝課題克服が必要　１＝未着手状況　　

指標名 指標設定の考え方 目標値 実績値 数値以外の目標 目標に対する実績等の分析 評価 所見
平成29年
度以降の事
業の方向性

所見

美杉・地域
振興課

出張所管
理運営事
業

　高齢化率が非常に高い地域の
ため、諸手続や生活に係る様々
な問合せが多く、地域に密着し
た対応が求められています。ま
た、地域かがやきプログラムの
南部エリアとして集落機能再生
「きっかけづくり」推進事業を
各地域で行い、地域住民による
地域活性化を目的とした団体が
組織されました。そのような中
で、各出張所が窓口業務はもと
より、地域コミュニティ活動の
活性化を図るため、実情に応じ
た地域団体への支援に取り組ん
でいきます。

市民サービス
の窓口及び地
域コミュニ
ティの形成に
取り組みます

　出張所の窓口証明・収
納・相談及び地域の拠点
施設として心豊かな地域
コミュニティの形成に取
り組みます。

90% 90%

　戸籍・住民基本台
帳等の交付事務、市
税等の収納、各種受
付相談業務を行い、
市民生活の利便性を
向上させる。

　来庁者、利用者の満足
を得ることが出来まし
た。また、地域の集落再
生の一役を担うことが出
来ました。

4

　出張所の窓口には、
日々の窓口業務だけでは
なく、市行政に限らず
様々な地域の課題や悩み
などの相談があります。
住民の皆さんから一番身
近な行政窓口として、真
に地域住民から信頼され
必要とされる出張所であ
るよう努めました。

拡充・充
実

　平成29年度からは、長
年の行政経験を生かした
再任用職員が出張所長と
して配置されます。過疎
高齢化が進む美杉地域に
あって、出張所の果たす
役割は、単に申請書類を
受け付け交付するだけで
はなく、常に地域に寄り
添い地域の課題を解決す
る最前線の組織であると
考えます。
　これからも住民の皆さ
んから一番身近な行政窓
口として、真に地域住民
から信頼され必要とされ
る出張所であるよう努め
ます。

美杉・地域
振興課

会館、市
民セン
ター管理
運営事業

　コミュニティ施設（１４施設
内２施設は指定管理者）の維持
管理及び貸館業務を行い、市民
が利用しやすい運営を行いま
す。

コミュニティ
施設維持管理

　コミュニティ施設（14
施設内２施設は指定管理
者）の維持管理や市民が
利用しやすい貸館業務が
行われているか。

90% 90%

　コミュニティ施設
（14施設内2施設
は指定管理者）の維
持管理及び貸館業務
を適正に行います。

　コミュニティ施設（14
施設内2施設は指定管理
者）の維持管理及び貸館
業務が適正に行われまし
た。

4

　施設の維持管理は適正
に行われており、コミュ
ニティ拠点として利用さ
れています。
14施設の延べ利用者数
47,869人

現状維持
　施設の適切な維持管理
に努めます。

所管課長等による評価

課等名 中事業名 事業の目的

成果指標（平成28年度） 事業の評価
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美杉・地域
振興課

地域情報
発信事業

　地域振興に係る活動に対し、
情報発信を行うなど支援等を図
る。
　地域住民からの地域振興を始
め行政全般にわたる相談等に応
じ、総合支所及び本庁各部課等
と調整を行う。

地域だより
12回発行

　地域情報発信事業につ
いては、地域振興事業で
あり、指標設定が困難で
あるため、美杉だよりの
発行回数を数値目標に設
定します。

12回 12回

美杉だより月１回発
行
美杉全戸配布
（年５回カラー版発
行）

　12回発行を行い目標達
成できました。

4

　地域情報の提供、発信
について美杉だよりを月
１回発行し全戸配布を
行った。
　地域に密着した情報の
提供を図り、親しみやす
い紙面作りに努めまし
た。

現状維持

　地域振興に係る活動に
対し、情報提供を行うな
どの支援等を図ることが
できた。

　多様な主体と連携した集落機
能の再生については、　高齢者
の豊かな経験や知識を活用する
とともに、地域団体、ＮＰＯ等
とも連携しながら、地域コミュ
ニティやその活動のあり方等を
検討し、人と人とのつながりを
大切にした心豊かな地域コミュ
ニティの形成をめざします。
　暮らしの安全・安心づくりに
ついては、地域住民の健康づく
り支援や高齢過疎地域における
医療体制の確立をめざし、地域
の実情に合った利用しやすい公
共交通システムの整備に向けた
取り組みを進めます。
　森林を活かしたヘルスツーリ
ズムの推進については、豊かな
森林の恵みを活かした森林セラ
ピーロードの整備や利用促進の
ためのＰＲ活動を行う等、観光
商品としての価値を高めること
により、ヘルスツーリズムを推
進し、観光交流の拡大に取り組
みます。
　豊かな自然環境の中での移住
については、田舎暮らしを応援
する各種制度の利用を促進する
とともに、空き家情報バンクへ
の登録者を増やす工夫を行うな
ど、更なる定住・二地域居住に
向けた取り組みを推進します。
　住民との連携による歴史・文
化の保全と活用については、｢歴
史の道百選」にも選ばれた伊勢
本街道の家並みの保全・活用や
有形・無形文化財の保護と史跡
の管理、歴史・文化の伝承活動
等を進め、住民と共に磨いてき
た伊勢本街道の魅力を活かし、
地域における観光資源としての
ブランドの確立をめざします。

美杉・地域
振興課

地域かが
やきプロ
グラム事
業

実施事業数

　地域資源の有効な活用
による地域づくりをめざ
し、高齢過疎地域と暮ら
すための条件等課題解決
を図り、地域の活性化と
振興を推進するため、上
記指標を設定します。

　課題克服が必要な事業
も一部あるが、全体とし
て本年度は概ね予定通り
事業が進捗しました。
　地域の活性化のための
具体的な取り組みなど課
題解決を含め、地域と一
体となった事業実施が必
要です。

拡充・充
実

　地域主体の地域づくり
の初動支援は平成25年度
ですべての地域で完了し
たが、地域における事業
は継続しており、地域と
の協働による事業の進捗
を図り、地域資源を活用
した地域づくりを進めて
いきます。
　また、まつり事業につ
いては地域主体の事業で
あり、地域コミュニティ
形成のための促進方策で
あり事業継続による地域
の活性化を推進していき
ます。

6事業 6事業
　昨年同様地域の活性化
につながるよう地域づく
り事業の進捗ができた。

4
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美杉・地域
振興課

過疎対策
事業

　過疎地域自立促進特別措置法
に基づき過疎地域として指定さ
れている美杉地域について、総
合的かつ計画的な対策を実施す
るために、住民ニーズを踏まえ
た地域の自立促進のための指針
となる津市過疎地域自立促進計
画を策定することを目的とす
る。
　また、過疎対策事業に係る情
報収集や計画の進行管理を行い
ます。

過疎対策事業
の情報収集及
び計画の進行
管理

　平成２７年度におい
て、平成２８年度から平
成３２年度を計画期間と
する、津市過疎地域自立
促進計画を策定したた
め、今後は過疎対策事業
に関連した情報収集や当
計画に基づく進行管理を
行います。

　過疎対策事業に関
連した情報収集や当
計画に基づく進行管
理を行います。

　過疎対策事業に関連し
た情報収集や当計画に基
づく進行管理を行った。

4

　過疎対策に係る先進事
例や国、県の動向等に関
する情報収集、計画の進
行管理等を行いました。

現状維持

　地域の自立促進に資す
るため、今後この計画に
係る進行管理や過疎対策
事業に係る情報収集等に
取り組んでいきます。

美杉・地域
振興課

地域活性
化事業

　少子化、高齢化が特に進んで
いる美杉地域の活性化を図るた
め、多様な歴史、文化、恵まれ
た自然環境など美杉の魅力を総
動員し、交流人口及び定住人口
の増加を図る施策を展開する。

国に提出した
ＫＰＩ指数

　国から個々の事業に対
するＫＰＩの設定が求め
られており、各事業に対
し事業指標を設定、それ
ぞれの目標達成にむけた
事業の取組を行う。

・道の駅「美杉」来
場者数　50,000人
・電動アシスト付き
自転車利用者数
1,000人
・移住・二地域居住
者　3人
・地域イベント来場
者数　1,000人/1
イベント
・空き家情報バンク
成立件数　4件
・美杉の魅力発見塾
利用者数　110人

・道の駅「美杉」来場者
数　33,916人
・電動アシスト付き自転
車利用者数　1,953人
・移住・二地域居住者
11人
・地域イベント来場者数
1,500人/1イベント
・空き家情報バンク成立
件数　8件
・美杉の魅力発見塾利用
者数　100人

4

　「田舎暮らし体験塾」
を実施し、100人の利用
があった。パンフレット
の作成・配布、雑誌広
告、テレビ放送等により
美杉地域の多様な歴史、
文化、恵まれた自然環境
などの魅力を東海、近畿
を中心に全国に発信しＰ
Ｒすることができた。
　イベントの開催や電動
アシスト付き自転車の導
入により、観光客の受け
入れ態勢の充実が図れ、
地域のＰＲと相まって交
流人口の増大に資するこ
とができた。
また、地域のＰＲと空き
家リノベーション補助事
業により、移住や二地域
居住者が増加した。

拡充・充
実

　引き続き美杉地域の積
極的なＰＲや地域での受
け入れ態勢の充実に努
め、交流人口及び定住人
口の増加を図っていきま
す。電動アシスト付自転
車のレンタル事業は、公
共交通機関の弱い地域に
合って有効な移動手段で
あることから、安全に運
営できるように努めてい
きます。田舎暮らし体験
塾について、今後も地域
が運営する新たな宿泊体
験可能な施設の整備も出
来ていることから、これ
らの施設利用も含めて実
施する必要がある。
　また、空き家リノベー
ション補助事業により、
移住や二地域居住者が増
加を図っていきます。

美杉・地域
振興課

その他運
動施設管
理運営事
業

　市民がスポーツを通して、緑
に囲まれた自然とも触れ合うこ
とにより、心も癒してもらえる
場・コミュニティづくりなどを
目的にした交流の場として活用
していきます。また、当施設は
市外の方の利用が多いこともあ
り、さらなる集客を得るため施
設の整備清掃、安全・安心に利
用できるよう、適切な維持管理
に努めます。

施設利用者数
コミュニティづくりなど
を目的とした交流の場と
して利用されているか

300回 250回

　施設利用者から苦情等
はないことから、適切な
維持管理は行われている
と考えます。

4

　施設管理に力を注ぎ、
気持ちよくスポーツが出
来る環境作りに努めまし
た。

現状維持

　適切な施設の維持管理
を図るとともに、利用し
やすい環境整備に努めて
いきます。

美杉・地域
振興課

レークサ
イド君ケ
野維持管
理事業

　県内外から美杉地域を訪れら
れる方々にレークサイド君ケ野
を利用いただくため、プレミア
ム旅行券利用施設に登録をした
ことを機会に、今後は地域のイ
ベントや施設を活用した宿泊プ
ランを提供し、利用者の増加を
図りたい。食事も地域の特産物
を利用し、お客様に楽しんでい
ただける「おもてなし」の方法
で提供したい。また、近隣地域
の方々にも会合や慶弔事等の利
をいただくためのサービスを実
施し地域に根差した施設として
利用促進に努めます。

利用者数・宿
泊客数

　利用者の増加が収支の
改善を図る一つの目安と
なるため、利用者数を成
果指標の判断基準としま
す。

17,000
人

3,747人

　宿泊客、レストラン利
用者とも減少しました。
レークサイド君ケ野の組
織見直しに伴い、約３カ
月間、来客者への対応が
充分にできなかった。

2

　レークサイド君ケ野の
運営については、臨時職
員を中心に事業を進める
なか、臨時職員の退職に
よる運営の一時中止及
び、全面開通された名松
線の活用の不備（周知不
足等）並びに、地域と連
携した施設のあり方等の
検討が十分にできなかっ
た。

見直し

　季節に応じた食事メ
ニュープラン、周辺イベ
ントを盛り込んだチラシ
等ＰＲの実施により新規
利用者等の利用数拡大を
図るため、森林セラピー
ウオーク、名松線を利用
した宴会プラン等、多岐
にわたるプランの提供な
ど取り組みを充実させ、
収支状況の改善を図って
いく必要があります。
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美杉・地域
振興課

観光施設
等維持管
理事業

　県内外から美杉地域を訪れた
来訪者が、スカイランドおおぼ
ら、その他観光施設を利用いた
だくことで、特産品の提供、大
自然でのアウトドア体験、パ
ターゴルフ体験、天体観測体
験、自然歩道散策等を通じて、
心と身体のリフレッシュを促
し、当地域のファンとなり、リ
ピーターとなっていただくこと
により、交流人口の増加を図り
ます。

　入込客数

　入込客数の増加が観光
客数誘致の一つの目安と
なるため、入込客数を成
果指標の判断基準としま
す。

1,000,0
00人

66,923
人

　昨年に比べて入込客数
が減少したため、イベン
ト開催及び各種メディア
におけるＰＲを強化しま
す。

3

　各キャンプ場等の観光
施設をインターネットに
よるＰＲ及び、各種メ
ディアでのＰＲを推進す
ることにより、観光客誘
致の一定の成果があった
と思われる。今後も、各
イベント開催においてＰ
Ｒを継続することによ
り、観光客誘致を図る必
要性がある。

現状維持

　名松線の全面開通、森
林セラピー事業等により
美杉地域への来訪者の増
加が予想される中、各拠
点施設整備環境の充実を
図り、集客及びリピー
ターの確保に向けて、新
たなＰＲ方法の検討や効
率的な施設運営の検討が
必要と考えられます。

美杉・地域
振興課

道の駅美
杉維持管
理事業

　利用者の方々に美杉地域の観
光施設や森林セラピーの情報発
信は基本であるが、プラスαと
しての機能をもたせるため地域
内の団体等の協力を受け、週末
の参加型イベントを定期的に開
催し、例年実施しているサンク
スフェスタの内容も再度検証す
ることにより施設内での滞在時
間の増加による特産品等の販売
促進につなげると共にサイド
000の訪問者の増加も図りた
い。

　利用者数

　利用者の増加が収支の
改善を図る一つの目安と
なるため、利用者数を成
果指標の判断基準としま
した。

40,000
人

33,916
人

　前年に比べて利用者数
が減少しました。近年の
傾向による消費力低下に
よると考えられます。

3

　前年度より、集客が減
少した結果となった。周
辺観光を活用した周知が
図れなかったことなどが
原因と思われます。

現状維持

　名松線利用者による
ゴールデンウイーク無料
送迎バスなどの企画によ
り集客を図りました。引
き続き、他の観光施設の
ＰＲと合わせて、HPでの
ＰＲを推進し、例年実施
している道の駅美杉サン
クスフェスタもさらに充
実した内容となるよう再
度検証することにより観
光客誘致を図っていきま
す。

美杉・市民
福祉課

斎場業務
管理運営
事業

　津市火葬場(美杉八知火葬場・
美杉伊勢地火葬場)の適正な管理
運営を行うことにより、公衆衛
生、その他公共の福祉及び市民
サービスの充実に努めます。
　平成２７年度から、美杉地域
６箇所あった火葬場を２箇所に
整理統合し、業務運営は地元自
治会等の指定管理から直営(業務
委託)に変更。平成２６年度ま
で、市民課の斎場管理業務運営
事業に含んでいたが、いつくし
みの杜での業務が開始され、津
斎場・久居斎場及び香良洲斎場
は廃止されたことにより、津市
火葬場として新規事業で評価を
行います。

火葬場の運営
及び維持管理

　火葬場の運営・維持管
理が自治会等の指定管理
から、市直営(業務委託)
に変更。業務委託業者
に、遺族に対し丁寧な対
応をマニュアルより指導
し、適切な維持管理を行
います。

　火葬業務に関し
て、遺族に納得いた
だけるよう、霊柩車
の受入から火葬・収
骨及びお見送りまで
丁寧な対応を行い、
維持管理においても
地域のニーズに対応
するよう効率的な管
理・運営を目指しま
す。

　地域のニーズに対応
し、効率的な管理・運営
を図る事が出来ました。

4
　地域のニーズに対応
し、効率的な管理・運営
を図る事が出来ました。

現状維持

　火葬業務に関して、遺
族に納得いただけるよ
う、霊柩車の受入から火
葬・収骨及びお見送りま
で丁寧な対応を行い、維
持管理においても地域の
ニーズに対応するよう効
率的な管理・運営を行い
ます。
　また、本年度で３年の
火葬業務委託契約が終了
することから、本年度末
に入札を行う予定です。
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成果指標（平成28年度） 事業の評価

美杉・市民
福祉課

地域ケア
推進事業

　美杉高齢者生活福祉センター
は、本市に住所を有する高齢者
に対し、介護支援機能、居住機
能及び交流相談機能を総合的に
提供することによる高齢者福祉
の増進を目的としています。

施設利用者数

　市民生活への寄与の度
合いと市民の関心の状況
を利用者人数の推移を見
ながら判断しつつ、今後
の管理運営への指標とし
ます。

5,000人 5,172人

　高齢者に対して、
温かく思いやりの心
を持って共に生きる
地域社会を推進し、
安心して生活できる
施設を目指します。

　生活支援ハウス入居者
が前半４名であったが８
月～１月は６～７名と増
加したため昨年度より利
用者増となった。２月～
３月は５名の利用者と
なっている。
　デイサービスにおいて
も本年度は利用者増と
なった。

2

　生活支援ハウスについ
ては、恒常的に利用があ
り、事業の必要性は継続
しています。本年度は空
調設備等の大規模改修や
教育娯楽室を日常動作訓
練室として改修を行う
が、施設開設から、２４
年以上が経過し、施設維
持のため施設の老朽化に
よる修繕費用が増高傾向
にある。

現状維持

　地域の高齢者に対する
福祉サービスのセンター
として、併設されている
居宅介護支援事業所(社会
福祉事務所)とともに事業
を継続します。
　また、本年度において
高齢者生活福祉センター
内、教育娯楽室を日常動
作訓練室としての活用を
行うため改修工事や空調
設備の改修を予定してい
ます。
　本年４月から同施設内
に津市家庭医療クリニッ
クが開設されたことか
ら、今後も利用者の増加
が見込まれ、施設維持に
努めます。

美杉・地域
振興課

地域イン
フラ維持
事業

　地域要望等に基づく道路、河
川、公園及び交通安全施設等の
地域インフラの維持修繕につい
て、単価契約による委託業務及
び施設修繕等において即時対応
を行います。

地域要望に対
する迅速対応

　地元地域住民の要望へ
の迅速に対応を成果指標
とします。

　地域住民からの要
望に対する迅速かつ
柔軟な対応を推進す
る。

　地域の要望に関した維
持管理等について、概ね
対応できています。
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　地域から様々な要望に
対し、現場と確認し迅速
に対処しておりますが、
緊急性などから着手でき
ていない事業もありま
す。
　また、地域性から冬期
の雪氷対策に苦慮してい
るところです。

拡充・充
実

　地域からの要望に対
し、迅速な対応が概ねで
きていると考えています
が、緊急性などを検討し
ながらより多く対応がで
きるように努力していき
ます。

美杉・地域
振興課

地域イン
フラ補修
事業

　地域において即答・即応が求
められる案件に、より一層迅
速、的確かつ柔軟に地域に密着
した対応を図るため、総合支所
職員による公共施設等の簡易な
補修、修繕及び地域への原材料
の支給等を行った。

地域要望に対
する迅速な対
応

　道路パトロールの強
化、地元地域住民からの
要望への迅速な対応を成
果指標とします。

　地域住民からの要
望に対する迅速かつ
柔軟な対応を推進す
る。

　早急に現場を確認し、
迅速な対応をすることが
できた。
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　要望等があった場合
に、早急に現場を確認
し、迅速な対応をするこ
とができました。

拡充・充
実

　要望等があった場合
に、早急に現場を確認
し、迅速な対応をするこ
とができました。今後よ
り一層迅速な対応ができ
るようにしていきたいと
考えます。

5 / 5 


